
第３７回日本実験動物技術者協会九州支部総会 

 

                    主催：日本実験動物技術者協会九州支部 

                    協力：熊本大学 

 

期日：平成２６年４月５日（土） 

場所：熊本大学医学部医学教育図書棟３階第 1講義室 

      〒860-0811 熊本県熊本市中央区本荘 1-1-1 

参加費：無料 

 

プログラム 

 

 9:00〜9:40  受付 

 9:40〜9:50  開会の辞   渡邊一貴（（株）KBT オリエンタル） 

        支部長挨拶 野口和浩（熊本大学大学院生命科学研究部） 

              祝辞    浦野 徹（熊本大学生命資源研究・支援センター） 

 

 9:50～12:00   飼育管理部会（第 355 回本部共催講演会） 

 

         『実験成績の信頼性を確保するために』 

〜動物福祉に配慮した馴化と教育現場での取り組みについて学ぶ〜 

 

    座長 若松真矢（(株)新日本科学）、山本沙代（九州大学） 

 

 9:50～10:50 演題 1 「げっ歯類における処置馴化の手順と注意点」 

                     根津義和（第一三共株式会社葛西研究開発センター） 

 

10:50～11:00 休憩 

 

11:00～11:30 演題 2 「ミニブタ飼育におけるソーシャライゼーションの重要性」 

                      林 直木（オリエンタル酵母工業株式会社）  

 

11:30～12:00 演題 3 「ミニブタを用いた実験・講習会の事例」 

                      上村亮三（鹿児島大学共同獣医学部）  

 

12:00～13:00 昼食 

 

13:00～13:40 第 37 回九州支部総会 

 

13:40～13:50 休憩 

 

13:50～14:50  特別講演 

       司会  野口和浩（熊本大学） 

       演題 「適正な実験動物と適切な動物実験を追い求めて」 

       演者  浦野 徹（熊本大学） 

  

14:50～15:00 休憩  

 



 

15:00～17:00 第８回実験動物ジョイントセミナー・イン九州 

                               主催：九州実験動物研究会 

                                                日本実験動物協同組合九州支部 

                                             日本実験動物技術者協会九州支部 

 

『動物愛護管理法改正後の実験動物領域における最近の動向』  

 

座長：浦野 徹（熊本大学） 

 

15：00〜15：10 「動物愛護管理法改正等のこれまでの経緯」 

          浦野 徹（熊本大学） 

 

15：10〜15：40 「社会からみた実験動物」 

          今西 保（環境省自然環境局総務課動物愛護室） 

 

15：40〜16：10 「情報公開の標準化に関する国動協・公私動協の取組み」 

          喜多 正和（京都府立医科大学） 

 

16：10〜16：40 「動物実験相互検証 これまでの実績と今後」 

                  越本 知大（宮崎大学） 

 

16：40〜17：00  質疑応答 


